
看護学部／看護学科 職名 准教授 氏名 増滿 誠 
 
１．教員紹介・主な研究分野  
 鹿児島大学医療技術短期大学部看護学科卒業後，名古屋大学医学部附属病院（集中治療部・

救急部），医療法人同心会杉田病院（精神科）で看護師として 6 年，鹿児島大学医学部保健学科，

国際医療福祉大学福岡看護学部で教員としての 9 年を経て，平成 25 年 4 月より福岡県立大学

に着任しました。また平成 22 年に福岡県立大学大学院看護学研究科を修了しました。 
主な研究は，看護における「間」（時間や空間）をどのように解釈するのか，演出するのか，

とくに沈黙を中心に探究しています。また，教材としてのコミュニケーション感性トレーニン

グを開発中です。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 

 <著書（分担執筆）> 
・ 増滿 誠：「学びを止めない」オンライン授業の工夫と課題：日本看護協会出版会編集部編；新

型コロナウィルスナースたちの現場レポート、日本看護協会出版会、p648-652、2021 
 <論文> 

・ 上田智之、増滿 誠，木村涼平、田出美紀、山﨑不二子、松浦賢長：看護系大学教員に対して

新卒看護師がもとめるメンタリング機能、九州看護福祉大学紀要、22(1)、p3-13、2022 
・ 田出美紀、山﨑不二子、増滿 誠、上田智之、木村涼平、二重作清子、一原由美子、松浦賢長：

地域拠点の大学教員が新卒看護師を支援するメンター制導入の検討と課題‐制度導入に対する

大学教員と新卒看護師の考え‐、日本看護教育学会誌、31(3)、p47-60、2022 
・ 原田直樹、梶原由紀子、田原千晶、増滿 誠、松浦賢長：元不登校児童生徒とその保護者の不

登校をめぐる意識差と家族機能についての研究、福岡県立大学看護学研究紀要、19、p1-12、
2022 

・ 木村涼平、山﨑不二子、増滿 誠、一原由美子、田出美紀、上田智之、松浦賢長：看護系大学新

卒看護師の大学訪問時期と大学教員への相談状況に関する実態調査、日本看護学教育学会誌、

30(1)、33-42、2020 
・ 増滿 誠，大塚まり子，安田 緑, 山川光子, 八尋万智子, 野田和美, 宮尾久美子, 野口さとみ：

ちょっと気になる学生・新人ナースの支援を考える グループワークにおいて意識化された学

生・新人看護師の強み 看護学校と職場の情報交換会の成果から，第 50 回日本看護学会論文

集: 看護教育，p51-54，2020. 
・ 惠良友彦，松枝美智子，江上千代美，増滿 誠：抑うつ状態に対するアロマセラピーを用いた

介入研究の現状と課題，福岡県立大学看護学研究紀要，17，5-15，2020. 
・ 中本亮，増滿 誠，別城佐和子，佐多愛子，生駒千恵，松浦賢長：2 型糖尿病患者を対象とした

うつ状態と QOL との相関分析，福岡県立大学看護学研究紀要，16，55-61，2019 
 
 



 ②その他最近の業績 
 <研究報告> 
・ 増滿 誠，岡村祥子，森雄太、阿南沙織、上田智之、緒方浩志、木村涼平、田出美紀、松浦賢

長、山崎嘉久：乳幼児健診データを活用した被災地における乳幼児の健康状況の検討～小規模

自治体におけるデータ収集と分析～，厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次

世代育成基盤研究事業 (健やか次世代育成総合研究事業)）分担研究報告書，2020. 
・ 増滿 誠，中本亮，生駒千恵，石本佐和子，佐多愛子，松浦賢長，劉宇，赤司千波：2 型糖尿病

患者におけるうつ傾向と QOL との関連に関する日中比較研究と予防介入プログラムの構築，

福岡県立大学平成 29 年度研究奨励交付金研究成果報告書，2019． 
・ 松枝美智子，本郷秀和，増滿 誠，中本亮，宮﨑初，鬼塚香，池田智，山本智之：精神医療の質

評価指標の数値と精神医療福祉従事者数との関連，福岡県立大学平成 30 年度研究奨励交付金

研究成果報告書，2020． 
 <学会報告（国内学会筆頭のみ）> 

・ Tomoyuki Ueda, Miwa Shimojo, Mayumi Hamasaki, Makoto Masumitsu, Hiroshi Ogata and 
Ryohei Kimura；IMPACT OF THE WELLNESS RECOVERY ACTION PLAN ON THE 
MENTAL HEALTH OF NURSES、24rd East Asian Forum of Nursing Scholars，2021. 

・ 増滿 誠、中本亮、生駒千恵、別城佐和子、佐多愛子、松浦賢長、劉宇、赤司千波：2 型糖尿病

患者におけるうつ傾向と QOL との関連に関する日中比較研究、第 32 回日本保健福祉学会学術

集会、オンライン発表(東京)、2020． 
・ 増滿 誠：コミュニケーション教育における「4 つの指示での描画課題」で描かれた描画のパタ

ーン分析による教材化研究～第 2 報 高校生を対象として～、第 33 回日本看護福祉学会学術

大会（誌上発表）、2020. 
・ 増滿 誠、松枝美智子、中本亮、池田智、宮﨑初：看護師配置数による病院種別と精神病床の

平均在院日数の関連、日本看護研究学会九州・沖縄地方会、誌上発表、2020. 
・ 増滿 誠，大塚まり子，安田緑，山川光子，八尋万智子，野田和美，宮尾久美子，野口さとみ：

「ちょっと気になる学生・新人ナースの支援を考える」グループワークにおいて意識化された

学生・新人看護師の強み，第 50 回日本看護学会－看護教育－学術集会，和歌山，2019． 
・ Tomoyuki Ueda,Makoto Masumitsu,Ryohei Kimura,Miki Taide,Fujiko Yamasaki,Yumiko 

Ichihara,Kencho Matsuura：Study on factors comprising the mentoring function of nursing 
college faculty members required by new nurse graduates，The6th International Nursing 
Research Conference of World Academy of Nursing Sience，Osaka of Japan,2020. 

・ Michiko Matueda,Makoto Masumitsu,Ryo Nakamoto,Hajime Miyazaki,Satoshi Ikeda, 
Tomoyuki Yamamoto,Kaori Onitsuka,Hidekazu Hongo：Relationship between average of 
psychiatric hospital stay and number of Advanced Practice Nurses (APNs)  worldwide: 
Literature review, The6th International Nursing Research Conference of World Academy of 
Nursing Sience，Osaka of Japan,2020. 

 
 

 



・ Junko Hiratsuka,Makoto Masumitsu,Chikako Kiyohara：Eximination of factors influencing 
medical safety climate among ward nurses, The6th International Nursing Research 
Conference of World Academy of Nursing Sience，Osaka of Japan,2020. 

・ Tomohiko Era,Michiko Matsueda,Chiyomi Egami,Makoto Masumitsu：Current status and 
Issues of intervention research using Aromatherapy for depressive state：Comparison of 
prior researches in Japan and foreign countries, The6th International Nursing Research 
Conference of World Academy of Nursing Sience，Osaka of Japan,2020. 

・ Tomoyuki Ueda，Yoshihiko Saito，Miwa Shimojo，Makoto Masumitsu, Mayumi Hamasaki：
The Effect of the Wellness Recovery Action Plan on the Mental Health of Nurses-A 
Comparison of Feelings of Hope and Self-Affirmation，23th East Asian Forum of Nursing 
Scholors，Thailand，2020． 

 ＜ガイドライン＞ 
・ COVID-19 の対応に従事する医療者を組織外から支援する人のための相談支援ガイドライン

(作成メンバー)（参照 HP：https://www.japmhn.jp/remotePFAguide）．2020 
 ＜ポータルサイト＞ 

・ 厚生労働省受託事業「新型コロナウイルス感染症に対応する障害者施設等の職員のためのサポ

ートガイド作成業務等一式」における、新型コロナウイルスの流行下に障害福祉施設等で働く

方のためのポータルサイト「新型コロナ 障害のある人 共に歩む人」(セルフケア班メンバー) 
参照 HP:https://cdcwf.jp/ 

 
 ③過去の主要業績 

 <論文> 
・ 増滿 誠：看護場面における沈黙に関する看護研究の動向と課題，国際医療福祉大学福岡リハ

ビリテーション学部・福岡看護学部紀要，6，21-29，2010． 
 
３．外部研究資金 
・ 

 
・ 

 
・ 

文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，高度実践看護師の患者との対話場面における沈黙

の意味解釈と活用技法の検討，令和 3～5 年度、研究代表者． 
文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，脳活動のモニタリングと集団認知行動療法を融合

した児童虐待防止プログラムの開発，令和 3～5 年度、研究分担者（研究代表者：木村涼平）． 
文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，仮設住宅を退去した被災者の生理学及び心理学的

影響と回復を促す集団プログラムの開発，令和 2～4 年度，研究分担者（研究代表者：緒方浩

志）． 
 
４．受賞 
 令和 3 年度 なし 

 
 

https://www.japmhn.jp/remotePFAguide
https://cdcwf.jp/


５．所属学会（令和３年度） 

 
日本看護科学学会，日本看護学教育学会，日本看護研究学会，日本心理学会，日本保健福祉学

会、国際ケアリング学会（広報委員）、日本看護福祉学会、日本教師学会 
 
６．担当授業科目 

 

<学部> 
教養演習・1 単位・1 年・前期，不登校ひきこもり援助論・2 単位・1 年・前期，基礎看護学

実習Ⅰ・1 単位・1 年・前期，基礎看護学実習Ⅱ・2 単位・2 年・前期，看護情報学・1 単位・

2 年・後期，専門看護学ゼミ・2 単位・3 年・通年，統合実習・2 単位・4 年・通年，疫学・2
単位・2 年・後期，卒業研究・2 単位・4 年・後期 

<大学院> 
データ解析演習・2 単位・1 年・後期  

 
７．社会貢献活動 

 

国際ケアリング学会（広報委員）、福岡県看護協会教育委員会委員長、日本精神科看護協会教

育認定委員会査読委員、日本保健福祉学会査読委員、日本精神科看護協会福岡県支部広報委員

長・こころの日実行委員長・査読委員、九州思春期研究会 代表理事、介護労働安定センター

福岡支部嘱託ヘルスカウンセラー、鹿児島市立皇徳寺中学校同窓会長、福岡県立大学大学院看

護学研究科ナーシングネットワーク代表、看護教師力向上塾「かんてら」主宰 
 
８．学外講義・講演 
・ 

 
 

・ 
 

・ 
 

・ 

福岡県立大学出前講義（全 3 回）「看護の道も一歩から～看護職へのキャリアデザインを考える

～」，福岡県立糸島高等学校；10 月 27 日、福岡県立伝習館高等学校；11 月 10 日、福岡県立嘉

穂高等学校；11 月 30 日 
福岡県看護協会出前授業（全 2 回）「看護の道も一歩から～看護職へのキャリアデザインを考え

る～」，福岡県立須恵高等学校；6 月 23 日、福岡県立西田川高等学校；11 月 5 日． 
聖マリア病院継続教育研修会、「おとなの発達障害」の理解と対応～対象理解のコミュニケ-シ
ョン力からともに考える～、全 3 回（7 月 31 日、8 月 24 日、9 月 27 日） 
福岡県看護協会スキルアップ研修「看護研究コース（全 3 日間）」、6 月 22 日、8 月 17 日、10
月 26 日 

 
９．附属研究所の活動等 
・ 
・ 

不登校ひきこもりサポートセンター教員スタッフ（家族交流会・訪問支援担当） 
公開講座小部会（小部会長） 

 


